ILGA プレゼンテーション　インドネシア　邦訳

1. 女性LBTの可視性：エンパワメントの推進、LGBTおよび人権運動・女性運動との連携づくり

アダナリー・インスティテユート

　LGTに関する調査、出版およびアドボカシーセンター

＊　Ardhanay（アダナリー）とはインドネシアで信仰のあるトランスの神様なんだそうです。

2. インドネシアの女性LBTの置かれた一般的な状況の概要

3. インドネシアの歴史を通して、女性のセクシュアリティの権利はさまざまな理由―宗教や文化、社会規範など―によって抑圧されてきた。こうした状況は、法律と呼ばれる法的な文章によって維持されてきた。今日までインドネシアにおけるレズビアン女性、バイセクシュアル女性、トランスジェンダーのグループの存在はまったく知られておらず、社会的に受け入れられていない。

　　

4. 女性LBTは、身体的虐待、精神的虐待、性的虐待、経済的虐待などの不当な扱いをうけ続けている。こうした虐待は、家庭や学校、職場、宗教的な礼拝（宗教的な場）などの公的領域、私的領域の双方でおこっている。

5. 言うまでもなく、彼女たちは「異常」「ビョウキの女」「罪人」「汚れた女」などさまざまなスティグマ化に苦しまなければならない。

6. 家父長的な文化が、女性LBTへの上記のような不当な扱いの大きな原因となっており、セクシュアリティ、特に、女性の性の権利への理解に影響を及ぼしている。インドネシアのレズビアンに関するたくさんの調査・研究が続いた1990年代半ばでさえ、1994年当時、女性省の大臣だったMien Sugandhiのような態度が女性たちの直面する障壁を強調している（物語っている）。

7. 「レズビアンの人たちが、個人の権利を持っているのを理解することはできますが、インドネシアの女性として彼女たちを受け入れることはできません。レズビアニズムはPanasila(＊インドネシア語。詳しくはよくわからないが、建国の精神をあらわしたものらしい)と調和しているようには思えません。なぜなら、レズビアンは、母として子を産み、育てるという重要な義務を忘れているのですから」

8. 1996年には、国民民主党（PRD）は、同性愛者とトランスセクシュアルの人権を党の政治課題の中に盛込み、取り組むとはっきりと公式に述べた。実際には、女性LBTの組織化はゲイと比べるとずっと困難である。

9. 1998年12月、女性LBTの問題が初めてインドネシア女性連合議会で議論された。会議では、（女性LBTの権利を含む）女性の人権を守るためにインドネシア女性連合が存在すべきである、と勧告した。しかし、インドネシアの女性LBTのための政策実行の挑戦にもかかわらず、女性LBTの問題は未だ周縁化されている。ほんの数人の活動家が、LBTの権利を認めている。

10. しかし、2004年に現在の大統領であるスシロ・バンバン・ユドヨノ大統領は、選挙の演説で、LGBTは病理で、社会の平穏を脅かすものであり、インドネシアから排除されなければならないと述べたのである。

11. 家父長制のヘゲモニーが、実質的な水準では、文化的にも政治的にも叩かれてきているのは確かである。一方では、原理主義運動がすさまじい勢いで台頭してきており、異性愛だけの領域へとセクシュアリティを追い詰めている。

12. こうしたなかで、女性たちは身体的にも、性的にも、政治的にも男たちがコントロールすべき対象となっている。女性のセクシュアリティの権利およびリプロダクティヴ・ヘルス・ライツ（女性の性の健康と権利）は、もはや存在していない。妻であり、母親であることが（女性の）唯一の許された規範であり、態度でもあり、役目であり、世代から世代へと引き継がれてゆく慣わしなのである。

13. 結果として、他者とはことなる性の選択―レズビアン、バイセクシュアル女性、トランスジェンダーなど―をカムアウトした女性は、社会において倫理的な処罰を受ける。

14. 多くの女性LBTが、社会から身を引いている。なぜなら、自信を失い、自らのセクシュアル・アイデンティティを誤解し、罪悪感に悩まされ、自分には性の権利がないと思い込んでしまっているからである。

15. 彼女たちのセクシュアリティの経験や感情について、社会の理解も承認も進んでいないことが、女性たちが家族、友人、同僚そしてより広い公の場で、自らのアイデンティティを打ち明ける妨害となっている。

16. マス･メディアがこの問題をとりあげるとき、女性LBTは主体としての立場を与えられることはほとんどなく、むしろ、メディアの発行部数（視聴率も？）を押し上げるのに役立つ奇異な人物として扱われることが多い。

17. 戦略

カミングアウトの戦略

・レズビアンの活動家の中には、家庭でLBTが経験している暴力について沈黙を破った者もいる。彼女たちがセクシュアル・アイデンティティをカミングアウトした結果、性を選ぶ権利とLBTの婚姻の権利を促進した。

・ポスター上でのカミングアウト

18. （ポスターの写真）

19. 女性LBT団体を立ち上げる

　2005年に女性運動の中で5人のレズビアンがアダナリー・インスティテユートを立ち上げたときでも、女性LBTの問題は未だに周縁化されていた。

20. ・LBT個々人の能力、コミュニティにしっかりと貢献できるようなピア・グループづくりの強化

・女性LBTたちの女性運動への参加奨励（女性NGOのメンバーになったり、NGOで働く）

21. ・LBTコミュニティおよび市民運動において、セクシュアリティに関する新しい理解方法を確立する

・性の選択に基づく差別を許さない政策作りを進める

22. 女性運動への参加

23. 連携づくり

　LGBT運動　人権運動

24. 多元的運動

25. 国際的なネットワーク作り

26. それ以上でもそれ以下でもない

…女性LBTは他のみんなと一緒

　どうもありがとうございました
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